
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あけましておめでとうございます。早いもので、１年の

まとめの３学期が始まりました。寒い日が続きますが、換

気や手洗いをしっかり行い、新型コロナウイルス、インフ

ルエンザ、ノロウイルス等の感染予防に努めましょう。 

 「寒」とは年が明けてから２月の立春までの一年間で一番寒いとされる頃を表す言葉で、

前半を二十四節気の「小寒」、後半を「大寒」とよびます。この時期には「寒」と名前の付く、

冬の寒さでおいしさの増した食べ物が多く出回ります。これらの食べ物には、冬を元気に過

ごすための栄養もたっぷり含まれていて、寒いこの時期にこそ味わいたい食べ物ばかりです。 

地域や家庭

によって内容

はさまざまで

すが、縁起の

よい食べ物が

使われます。 

令和 4年度 

氷見市立西條中学校 

７種類の若菜を入れ

たおかゆを食べ、無病

息災を願います。 

あずきの赤い色に

は、悪いものを追い

払う力があると信じ

られており、おかゆ

にして食べます。 

歳神様へお

供えしていた

鏡餅を小さく

割り、お汁粉

などに入れて

食べます。 

 新年の始まりとなる１月には、この１年を無

事に過ごせるように、家族の健康や幸せを願っ

て食べられる、様々な行事食があります。 



 

 

 

 

日本の学校給食の始まりは、明治 22 年までさかのぼります。山形県鶴岡町（現在の

鶴岡市）にある大督寺というお寺に開校された私立忠愛小学校で、貧しくてお弁当を持

ってこられない子供たちのために、食事を提供したのが始まりとされています。その後、

全国各地へと学校給食が広がっていきましたが、戦争の影響によって一時中断されてし

まいました。 

戦争が終わり、今後は、子供たちの栄養状態を改善するために、アメリカの LARA（ア

ジア救援公認団体）から給食用物資の寄贈を受けて、学校給食が再開されることになり

ました。そして、昭和 21 年 12 月 24 日に給食用物資の贈呈式が行われ、この日を「学

校給食感謝の日」とすることが定められました。昭和 25 年度からは冬休みと重ならな

い１月 24 ～30 日の一週間を「全国学校給食週間」とし、学校給食の意義や役割につい

て理解や関心を高めること等を目的に、毎年、全国で様々な行事が行われます。 

 

LARA 物資の

脱脂粉乳や缶詰を

使って、給食が作

られました。ミル

クは、牛乳から脂

肪分を取り除いて

乾燥させた「脱脂

粉」をお湯で溶い

たもので、独特な

風味で苦手な子供

が多かったようで

す。 

パン以外の主食

として、昭和 38 

年頃からソフトめ

ん（ソフトスパゲッ

ティ式めん）が導入

されました。牛乳

は、昭和 33 年か

ら一部地域で供給

され、昭和 39 年

に本格的な供給が

始まりました。 

アメリカから寄

贈された小麦粉を

使い、パン・ミル

ク・おかずの「完

全給食」が始まり

ました。おかずに

は、当時は安価だ

ったクジラ肉やち

くわがよく使われ

ていました。 

昭和 51 年に

米飯（ご飯）が正

式に導入されまし

た。当時は、ご飯

を炊く設備がない

所が多く、おかず

を作る釡で、ご飯

とおかずの両方を

調理するため、回

数は多くありませ

んでした。 


